第37回　小山市バス交通整備検討委員会　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：2014. 8.26　14:00～14:45
　□会　　場：中央公民館　第３研修室
□出 席 者：山口委員長
篠崎、阪田、国分、柿崎、片柳、灰野、亀山（委員代理）、石井
（以上、計９名）

　□内　　容：

（1）新市民病院線の再編について
 (2) その他　
■議事要旨

（1）新市民病院線の再編について

新市民病院への交通アクセスについて、資料に基づき、事務局より以下の説明があり、質疑応答ののち了承された。（小山駅西口からのルートについては、ルートＡ（消防署前経由））を選定）
・前回の委員会で提示したルート案について、委員会の意見、現地調査などの結果を参考に再調査した結果は以下のとおり。

【小山駅西口からのルート】

・業者の試走結果の報告は以下の通り。

＊ルートＡ（消防署前経由）
安全性、定時制ともに特に問題はない

＊ルートＢ（粟宮経由）
　　　粟宮Ｙ字路の渋滞に対するダイヤ調整の必要性がある

一部未成備道路での安全性の問題がある
・このことから、まずはルートＡでの運行が好ましいと考える。

【間々田駅東口からのルート】

・当初案とおり、間々田東西線について「光南病院～間々田駅西口～間々田駅東口～新市民病院」のルートへの再編を考えていく。
・利用者の少ないしらさぎ館への経由は廃止し、駅東部からのしらさぎ館への利用者はデマンドバスの利用を可能とすることで対応する予定である。
（2）その他
①利用促進ＰＲ品について（報告）
第３回おーバス絵画コンテスト入選作品を利用したクリアファイルの作成について報告があった。
②デマンドバス出前説明会について（報告）
７月に対象範囲の老人クラブに案内を送付したこと、これまでに７クラブで実施したことの報告があった。

（以　上）

■主な質疑応答
（1）新市民病院線の再編について

（委員）

小山駅西口からの２ルートの各沿道の対象世帯数はどのくらいの範囲なのか？

（事務局）

各ルート沿道100ｍの地区である。４号沿線については商業施設等が多く、住宅は少ない。
（委員）

現状の世帯数とは別に、将来的な住宅開発などの予想は？
（事務局）

ルートＡの沿道が住宅開発の可能性がある。また遠い将来的ではあるが、粟宮新都心の開発計画もある。
　ルートＡとルートＢの間を結ぶ宇都宮線と平行に県道の整備拡幅がある（計画は間々田のとりせん方面へ開通予定）ので、将来的にはこれを通るルートが好ましいと考えている。
（委員）

ＫＤＤＩの土地は住宅開発の可能性がある。粟宮全体としての新都心構想があるが、かなり人口が増えないと新駅の可能性は難しい。新市民病院の開院を考えると、今は現実的なルートで考える必要がある。県道については、整備が進み外環状線の開発が進めば、将来的にそちらへ変わる可能性はある。
説明のあった２ルートについては、今日の会議で決める必要があるのか？
（事務局）

どちらかに決めていただき、利用者への周知と意見収集を進めて行きたいと考えている。
（委員）

停留所の設置スペースなどに問題はないか？
（事務局）

これから整備する道路については確保できるが、既存の道路については現状で上手に整備していくしかないと考えている。

また国道は、最近は自転車ゾーンを優先しバス用のエスケープゾーンを設置しない方向と聞いている。
交差点から離すなど、渋滞を招かないような配慮をしていく。
（委員）

国道４号については間々田線の既存の停留所があるから問題はないだろう。

（委員）

運行するバスの車両は？
（事務局）

小山駅西口からは、現市民病院線のステップ付きのワゴン車をそのまま運行する予定である。間々田東西線と駅東循環線も新市民病院に乗り入れる予定なので、乗車が分散され現状のバスで対応できると想定している。
（委員）

東口からの路線が、便数も多く２両に増車することを予定しており、メインルートとなると思われることから、西口からの需要に対しては対応できると考えている。

（委員）

ダイヤ案を見ると羽川線からの乗り継ぎがあまり便利でないと思うが。
（事務局）

引き続き、利便性の向上については検討していきたい。

（2）その他

（委員）

具体的にどんな場所でどのように開催してきたかを教えて欲しい。

（事務局）

対象地区に対して、公民館などで、老人会を中心に利用促進の案内をしている。
（委員）

個人的にいきいきふれあいへの往復で利用させていただいている。とても便利なので、こんなサービスを受けてもいいのだろうかという喜びの声もある。

（委員）

縄文まつりを開催した時に臨時バスがあるといいなという声があった。
（事務局）

エリア内であれば可能なので、積極的に利用してもらえるようにしたい。今後は土日の運行も含めて検討も考えていきたい。

（委員）

一般的に土日の利用者は低迷しており、本数も絞っている。県内でも平日のみの運行が多いと思う。
（委員）

高齢化に従って、土日利用のニーズも増えてくるだろう。

国で、交通政策基本計画の制定が進んでいると聞いているが、進捗は？

（委員）

まだ作業中で、具体的な説明を行う段階ではないようだ。
国は山間部へも対応しやすいデマンドバスの普及を特に考えているようだ。栃木県は各市町村が積極的に運行事業を展開しているので、移動手段の確保の取組は進んでいると思う。
（委員）

民間事業者との調整で再編が難しい場合に、公共交通会議の機能が重要になってくる。

（委員）

いまは許可制であるが、今後は公共交通会議等でしっかり審議した上で認めていく方向になる。民間バスも含めて、地域の公共交通を再編、維持していくことが重要になってくる。
